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やっと 

春らしく 

なってきましたね。 

 

～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 

 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 
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A.  

２００８年度では、 

７７．４ｔ/年 

（４２０kg/日） 

・パン２９トン/年

（３００kg/日） 

・ご飯３５.７トン/年

（４１０kg/日） 

 

→ １ 日 の 食 数 に し

て、２８５０食分に

相当する 

 

A.  

こ れ ま で 職 員 の  

事務事業評価等、 

効果的・効率的な 

事業・事務を行う 

ための取り組みを

進めてきた。コスト

の可視化を進め、 

コストの把握、縮減

を進めていく。 

 

A.  

公約は、重点施策に 

組み立て直している。

推進状況については、

毎年度「実施計画」 

「予算の概要」「決算

の概要」等、市のホー

ムページなどで公開

している。達成度に 

ついては、市長が議会

や自身の政治活動等

で明らかにしている。 

 

 

A.  

メリット… 

新たな権限を活か

し た 、 迅 速 か つ  

きめ細やかな行政 

サービスの充実 

 

課題… 

人材の育成や体制

の整備など 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④小学校給食の食べ残しについて 
 

 給食の食べ残しは、１日の食数にすると２８５０食分、年間の食数では、なんと  

５２４４００食分にもなります。給食の主目的である、「児童の心身の健全な発達の

ための栄養摂取」が果たされていない可能性があります。児童に給食の量や味、

献立、給食時間などの意識調査を実施し、何故、子どもたちが食べ残しをするのか

について検証し、改善に向けた取り組みを行うべきです。例えば、 

・給食時間を試験的に５分、１０分伸ばして、食べ残しの量の変化を調査する 
・調理員・栄養士が給食開始前に、メニューの中身や材料などを児童に説明する 
 →給食の作り手の顔が見えることで食べ残しが減る可能性がある 
・食べ残しの現状を各学校で配布されている給食だよりに記載し、児童だけでなく、

保護者の方々への情報提供、啓発につなげる 
以上のような対策が考えられます。 

②大阪版権限移譲と中核市移行について 
 

 実現された場合のメリットは一定程度ありますが、そのメリットを活かす

ためには、活かす人材、活かす財源が必要です。本当に権限移譲に  

見合った人的支援、財源移譲があるのか、権限や事業を移すだけになら

ないか、非常に不安でなりません。 

 中核市移行もしくは、大阪版権限移譲による財源の移譲が予想していた

ほどなかった、という話にならないよう、国・府に対して財源移譲につい

て、より明確に、早急に示して頂くように強く求めるべきです。 

③コストハンドブック作成について 
 

 札幌市作成のコストハンドブックでは、 

・部長・課長会議のコスト：６９０００円/回 →札幌市全体：９９３６万円/年 

・部長が読む原稿の作成費用：１４９５０円/回 →札幌市全体：２６９１万円/年と算出。 

 さらに、職場における喫煙時間に関するコストを、 

・喫煙者１人あたりのコスト：９９９円/日 →札幌市全体：８４３万円/日 

＝約１７億７０００万円/年と算出。 

 このように、数値化することで、漠然としていたことが、明らかな無駄・非効率と感じる

ようになります。豊中版コストハンドブックを作成し、身近な事務・業務に一体いくら  

コストがかかっているのかを指標で示し、職員の意識改革のツールとすべきです。 
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①市長の選挙公約達成度について 
 

 様々な方法・形で、市政に関する情報を市民に発信することは、 

市民の市政への関心を高め、選挙の投票率の向上につながります。 

 市長は、「市が抱える多くの課題の解決には、何よりも人と人との絆を

大切にすることが重要。情報共有と説明責任を大切にする」と述べられ

ました。人と人との絆ということは、市長と市民の絆ともいえます。市民・

有権者に対して、情報共有と説明責任を果たし、今後のビジョンととも

に、選挙の際の大きな判断材料の一つとなる 選挙公約の達成度を 

出来る限りわかりやすく、公表して頂きたいものです。 



日 々 の 活 動 に つ い て の 詳 細 は 神 原  宏 一 郎 ホ ー ム ペ ー ジ の 日 記 を ご 覧 く だ さ い ！

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/diary.html  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  

神原 宏一郎の活動報告 2010 年 1 月 1 日～3 月 3１日（抜粋）※印は公務 
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2010 年 1 月 
6 日  豊中商工会議所新年賀会  

7 日  廃棄物減量等推進審議会 傍聴 

9日  うえの歩こう会 

10 日  消防出初式  

11 日  成人式記念式典・豊中えびす祭福餅授け  

13 日  空港問題調査特別委員会 ※ 

14 日  空港問題調査特別委員会懇談会 ※ 

16 日  豊中学童保育連絡協議会要望事項懇談会 

17 日  新春上野フェスタ 

18 日  北摂アクションネット 

20 日  豊中私立幼稚園新年互礼会  

21 日  近畿市民派学習交流会 

    千葉県野田市根本市長講演会『野田市公契約条例の制定について』 

22 日  空港問題調査特別委員会懇談会 ※ 

23 日  第 11 回市政報告会 

    教育ボランティア「けやきの会」山崎彰氏講演 

    『大阪の教育に必要なこと～地域性、多様性、そして・・・』 

24 日  韓国民団大阪府豊能支部新年賀会  

    「北摂高校生演劇フェスティバル」 

25 日  「公募事業公開プレゼンテーション」傍聴 

26 日  とよなかまちづくりフォーラム 

    宮西悠司氏講演『真野のまちづくり～震災15年を迎えて～』 

28 日  ごみ問題学習会 

30 日  子どもをとりまく環境を考える会の学習会 

    『～学校に国産材を取り入れよう～』 

31 日  『豊中のこれからの ESD を考える～ 

     国連「ESD の 10 年」中間年にあたって～』 
  

2010 年 2 月 
2 日  行財政改革・地方分権調査特別委員会懇談会 ※ 

    岩崎恭典教授講演 

        『自治を大きくすることと小さくすることPARTⅡ 

     ～中核市と地域コミュニティ～』 

    空港問題調査特別委員会意見交換会 ※ 

5日  原田給食センター・服部給食センター見学 

6日 「猪名川クリーン作戦」・「インクルーシブ教育を考えるシンポジウム」 

    大谷恭子さん講演『国連「障害者権利条約」がめざすもの～ 

   「ともに生き、ともに学ぶ」教育のこれから～』 

7日  第 5回高校生ダンスフェスタ 

  『デンマークを知ろう！～世界一幸せな国？私たちが見たデンマーク』 

8日  行財政改革・地方分権調査特別委員会 傍聴 ※ 

9日  空港特別調査特別委員会 ※ 

    関西若手議員の会研修会 

10 日 「豊中市教育振興計画(原案)」説明会 

11 日  うえの歩こう会 

12 日  北摂アクションネット 

13 日 「第 1回すこプラまつり」・手塚治虫没 21周年トーク＆コンサート 

   「人権保育市民フォーラム～共に生き 共に学び 共に育ちあう 

                 子どもの人権について考えよう～」 

    第 1回「慰安婦」問題の早期解決を目指す豊中学習会 

14 日  TIFAグローバルサロン鄭聖汝さん講演 

    『私の歩んだ来た道～韓国と日本に住んで思うこと～』 

    (仮称)スーパー万代本町店建設問題に関する近隣住民の会議 

15 日  水谷修氏講演『「あした笑顔になれ」 

           ～私たちにできることをしなければならない～』 

    空港問題タウンミーティング 

    「関西発展のため、どうなる・どうする？大阪国際空港！」 

16 日 「ストップ！地球温暖化デーイベントアイボリーフォーラム」 

    加藤一誠氏講演『これからの航空・空港政策の考え方』 

17 日  伊丹市立稲野小学校冒険教育 

    『プロジェクトアドベンチャー』体験プログラム 

     

    ごみ減量フォーラム花嶋温子さん基調講演 

    『都市が抱えるごみ問題』 

18 日 「緑と食品のリサイクルプラザ」見学 

    蛍ドーム竣工式  

20 日  素のままフェスタ2010・第 3回東豊台コンサート 

21 日 「母と子のフェスティバル 

     ～豊中市母子・寡婦福祉のつどい～」 

    「豊中市・吹田市・高槻市・茨木市の 

           消防音楽隊合同演奏会」 

22 日  2010年度予算内示会 ※ 

    『橋下知事と箕面市議会の 

      「空港問題に関する」意見交換会』 

23 日  前向きひろば収支報告書提出 

    大阪府議会 3月定例会傍聴・関西の空港を考える勉強会 

24 日  豊中市立島田小学校自校調理見学・ごみ問題学習会 

26 日  3 月定例会 本会議 ※ 

27 日  千里ニュータウンまちづくり市民フォーラム 

28 日 『とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ・とよなか 

    国際交流センターリニューアルオープニングセレモニー』 

     

2010 年 3 月 
4 日  NPO 法人ハニー・ビー主催 

   「株式会社かんでんエルハート」企業見学会 

5日  3月定例会 代表質問 ※ 

6日 『2010年度市民公益活動推進助成金公開プレゼンテーション 

   「とよなかにはこ～んな市民活動があります！」傍聴 

8日  3月定例会 代表質問 ※ 

9日  3月定例会 代表質問・個人質問(神原宏一郎) ※ 

11 日  文教常任委員会(神原在籍) ※ 

12 日  第 11 中学校卒業式臨席  

13 日  九条の会・豊中いちばん星 5周年記念講演 伊藤 真氏 

14 日  宮本 博司氏講演「川と人とのつながり」 

15 日  環境福祉常任委員会傍聴 ※ 

16 日  建設水道常任委員会傍聴 ※ 

17 日  総務常任委員会傍聴 ※ 

18 日  上野小学校卒業式臨席  

    インターン生主催勉強会『ニート・ひきこもりを考える』 

19 日  議会運営委員会 ※ 

20 日  くまのだ保育園卒園式臨席 

25 日  3 月定例会 本会議最終日 ※ 

27 日  桃山台駅移動円滑化施設整備事業見学会 

    HOTARUのたいこ 

    豊中市政を考えるパート１『どんな豊中がいい？』 

28 日   福嶋浩彦氏（元我孫子市長）講演 

    『新しい公共と市民自治の可能性』 

29 日  インターン生合同活動報告会 

第 12 回市政報告会 
日 時：４月１７日（土）午前 10時～12時        

場 所：堀田会館２階第一料理教室 

  （阪急バス豊中高校前から徒歩３分） 

参加費：無料（事前申し込みは要りません） 

主 催：前向きひろば 

連 絡：06-6854-5664 



これまで、何度となく、お伝えしてきた『役職加算』問題。『役職加算』とは、  

一定以上の役職者に期末・勤勉手当を上積みする制度で、市議会議員の  

役職加算分を廃止すると年間約２０００万円にもなります。 

私たち議員には、役職加算により、夏季・冬季の期末手当が 2 割増しで支給さ

れ、その額は約５５万円/年にもなりますが、この上乗せ支給に関して、私は  

市民(納税者）の方々に、明確な説明が出来ません。さらに、役職加算制度  

そのものが、現在の経済状況、社会状況で必要性が感じられません。 

この問題に関して、３月定例会で『役職加算廃止条例案』を議員提案として 

提出しましたが、賛成少数で否決されました。 
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〒560-0021 豊中市本町 3-1-20 エルビル 2 階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：06-6854-5664  
平日（祝日は除く）の 10 時から 17 時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 

http://www.tcct.zaq.ne.jp/positive-square/ 

「つながり日記」毎日 HP で更新中！！ 

※ご希望の方には通信を無料でお届けします。お気軽にご連絡ください。 

 

発行元 つながりひろば ～Link Square～ 

前向きひろば 2010 年 1 月～3 月分 

収入 

前月繰越残高 \2,181,943 

神原宏一郎議員報酬より \900,000 

その他（注 1)  \31,000 

合計（１） ￥3,112,943 

支出 

家屋費（イベント会場含） ￥224,165 

光熱費 ￥15,322 

通信費 ￥23,603 

印刷費 ￥11,400 

備品費 ￥2,200 

消耗品費 ￥23,312 

交通費 ￥1,890 

人件費 ￥396,500 

その他（注 2) ￥42,700 

合計（２） \741,092 

次月繰越 （１）－（２） \2,371,851 

 

 

 

 
昨年度に交付された政務調査費の収支報告です。

日々の政務調査活動に大事に使わせて頂きました。

不足分は自己負担しました。(ー_ー)!! 

2010 年 1 月～3 月分 

収 入 

議員報酬 \2,040,000 

合計 \2,040,000 

支 出 

議員共済掛金 \297,600 

所得税 \127,050 

議員団費 \10,200 

前向きひろば \900,000 

生活費 \705,150 

合計 \2,040,000 
（注 1) カンパ  

(注 2） 勉強会参加費 

     イベント費用 

2009 年 4 月～2010 年 3 月 

収入 

政務調査費（\70,000×12 か月分） \840,000 

利息 \57 

合計（１） \840,057 

支出 

研究研修費（勉強会参加費） \1,500 

資料購入費（コピー代） \278 

広報・通信費（郵送費・印刷代） \874,168 

合計 （２） \875,946 

収支差引 （１）－（２） ▲\35,889 

（注）収支の赤字分は自己負担しました。 

＜役職加算制度の廃止に反対の意見＞ 

・役職加算を廃止しても財政効果は小さい。 

・議員だけでなく市職員の役職加算廃止も見据えている恐れがある。 

・役職加算だけでなく、議員報酬を総合的に議論する必要がある。 

・条例で定められているので妥当な報酬と認識している。   などなど 

 

多数決の結果、役職加算廃止

条例案は否決されました。 

自・・・自民党  公・・・公明党 

共・・・共産党  新・・・新政とよなか 

ク・・・市民クラブ  ネ・・・ネクスト豊中 

無・・・無所属（木村議員、坂本議員、神原） 

積極的に議員活動を行えば行うほど、お金は

かかります。私は、議員報酬が必ずしも高い

とは思っていませんが、市民に説明のできな

い報酬は無くすべきだと思うのですが・・・。 


